
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）周壁 (10)と上壁 (11)により画定され、排出開口部 (14)に連絡し下端部 (16)の直近で
少なくとも１つの開口部 (15)を放射状に形成したチューブ (13)中心を貫通する定量室 (12)
を遮蔽する押しボタン (1)、
　ｂ）装着した押しボタン (1)が軸方向に滑動でき、押しボタン (1)のチューブ (13)通行を
許容する中心開口部 (21)およびホルダ (2)周辺に形成した上記開口部 (21)に軸が平行する
少なくとも１つの孔 (22)を有する隔壁 (20)により上部を閉じた、容器に装着可能なホルダ
(2)および
　ｃ）押しボタン (1)とホルダ (2)間に配置され、基部を底壁 (32)で閉じられた伸長可能な
チューブ状部分 (30)を含みかつ押しボタン (1)のチューブ (13)を遮蔽し、その下端部 (16)
が上記底壁 (32)に当接し、また上記チューブ状部分 (30)の上縁の周りにホルダ (2)の隔壁 (
20)に挿入して上記隔壁 (20)の周辺孔 (22)を塞ぐに適したフランジ (33)を含み、上記フラ
ンジ (33)がその上面に押しボタン (1)の周壁 (10)の内面に適合する唇部 (35)で外側が縁ど
られた環状みぞ (34)を有し、更に上記フランジ (33)がホルダ (2)の隔壁 (20)の周辺孔 (22)
を開くため変形し得る可変弾性素材製の部材 (3)を備えたことを特徴とする各種容器に装
着可能な液量装置。
【請求項２】
　外側でホルダ (2)に連動するゲージ (24)を有し、押しボタン (1)の周壁 (10)が上記ゲージ
(24)と上記ホルダ (2)間で滑動し、また上記ゲージは容器に導入され、周辺肩部 (25)がこ
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の導入を限定することを特徴とする請求項１記載の装置。
【請求項３】
　肩部 (25)をカバーするねじみぞ付きソケット (5)を容器にねじつけることを特徴とする
請求項 記載の装置。
【請求項４】
　肩部 (25)がねじみぞ付き環状部分 (27)により下方に延長されることを特徴とする請求項
２記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は特に薬品、化粧品または食品の分野で使用する瓶、チューブまたはポットなど各
種の剛性または柔軟性容器に適合可能な液量装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
現在既にスプリング、ボール、バルブ、プラグなど若干数の部品を使用した各種タイプの
定量装置が知られている。これら部品の製造と組付けに多大の人手を要する上に、これら
の装置は一般に密封性が不十分であり、またその開閉時に外気が内部に入り込む欠点があ
り、従って酸化防止のため内容物に保存剤を加える必要がある。
【０００３】
こうした欠点を抑制するため、フランス特許 FR-A-2,674,024において、容器の押しボタン
を押せば変形して定量の内容物が排出され、また当初の形態に戻って吸引により定量室内
に定量を再び入れ得る圧力低下を創出する可変弾性素材の内部部材を含み、吸引された内
容物は可変内部部材に内蔵され材料受けにより部材に連接するバルブを通る仕組みの液量
装置が提案されている。
【０００４】
しかしこの装置では高粘度製品の定量処理が不可能であり、更に柔軟性部材は時としてそ
の当初の形態と位置の回復が困難である。従って外気の進入が起こり得るという問題があ
る。
【０００５】
【課題が解決しようとする課題】
本発明はこうした欠点を除去するため、あらゆる種類の製品を高粘度でも特に密封性の面
で信頼性の高い定量が可能であり、更に大量定量も行なえる装置を提案することを目的と
するものである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の装置は本質的に以下の構成を組合せてなることを特徴とするものである。
【０００７】
ａ） および により画定され、排出開口部と連接しかつその下端部の直近に少なく
とも１つの開口部を放射状に形成したチューブが中心を貫通する定量室を遮蔽する押しボ
タン；
　ｂ）装着した押しボタンが軸方向に滑動でき、その上部は押しボタンのチューブ通行を
許容する中心開口部およびホルダ周辺部に形成した上記開口部に軸が平行する少なくとも
１つの孔を有する隔壁により閉じられた容器に装着可能なホルダ；
　ｃ）押しボタンとホルダ間に配置され、その基部を 壁で閉じた伸長可能なチューブ状
部分を有して押しボタンのチューブを遮蔽し、その下端部が上記 壁に当接し、また上記
チューブ状部分の上縁部の周りには上記隔壁の周辺孔を塞いでホルダ 壁に挿入し得る
フランジも備え、上記フランジはその上面に押しボタンの 壁の内面に取付けた唇部で外
側を縁どりした環状みぞを有し、かつ上記フランジが適宜に変形してホルダ 隔壁の上記
周辺孔を解放する弾性可変素材の部品。
【０００８】
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本発明に係る装置の機能は以下の通りである。すなわち、押しボタンにかかる圧力でボタ
ンがホルダ上を滑動し、従って押しボタンと可変素材部品のフランジ間で定量室内にある
製品は圧迫されてチューブと上記部品のチューブ状部分間を通り、チューブに放射状に形
成した孔から流出して再び排出開口部までチューブ内を流れ、次いで伸長された上記部品
のチューブ状部分は一方で押しボタンを戻し上げかつ放射状孔を塞ぎながら、従って空気
の流入または内容物のチューブ内還流を阻止しながら、また他方でフランジを押し戻しな
がらまた周辺唇部と押しボタンの 壁の内面間を流れてホルダ 壁の周辺孔を通る容器
の製品を定量室内に吸引しながら、その当初形態を回復する。
【０００９】
【発明の実施の形態】
本発明の利点および特徴は以下の説明および非限定的に示す若干の実施の形態を示す添付
図面により一層明らかとなる。
【００１０】
図１に示すように、本発明に係る装置は容器に図示せずに取付け可能なホルダ２に上下滑
動可能に装着した押しボタン１を有する。
【００１１】
押しボタン１は定量室を構成する一定容積のスペース１２を １１と共に画定するチュ
ーブ状 壁１０を有する。
【００１２】
また押しボタン１はスペース 12を貫通して排出開口部 14に連接しかつその下端部 16に近く
放射状に孔 15を形成したチューブ 13を備える。
【００１３】
ホルダ２は中心孔２１および周辺孔２２をあけ 壁２０を有し、図ではその中の１つの
みを示す。更にプランジャチューブ４とホルダ２に装着する。
【００１４】
本装置はホルダ２と押しボタン１間でホルダに取付ける弾性可変素材の部材３も有する。
【００１５】
図３に示すように、可変部材３には 壁３２によりその下端部が閉じられるチューブ状中
心部分３０があり、その上端部は外側を周辺唇部３５により縁取られた環状みぞ３４をそ
の上面に有するフランジ３３で縁取られる。
【００１６】
また図２でも明らかなように、ホルダ２の ２０の中心孔２１は部品３を取付けたリブ
２３で縁取られ、そのためフランジ３３とチューブ状部分３０間に環状みぞ３６を有する
。
【００１７】
押しボタン１のチューブ１３は部材３のチューブ状部分３０内に格納され、その端部１６
が 壁３２と接触するが、フランジ３３は隔壁２０に当接して孔２２を塞ぎ、また唇部３
５は押しボタン１のチューブ状 壁１０の内面に当接する。
【００１８】
定量の排出は以下のように行なわれる：押しボタン１にかかる圧力によるチューブ１３の
下降で部材３のチューブ状部分が縦方向に変形し、定量室１２内にある製品はフランジ３
３に圧迫され、従って一方でフランジ３３はホルダ２ 壁２０に当接して孔２２を塞ぎ
、他方で周辺唇部３５は 壁１０の内面１７に当接するので定量の停止を防ぎながら閉塞
を強いるが、チューブ１３とチューブ状部分３０間に押し戻された製品はチューブ１３の
放射状孔１５から漏れ出て排出開口部１４までチューブ内を上昇する。
【００１９】
定量の排出および押しボタン１への圧力緩和後、部材３のチューブ状部分３０はその当初
形態を回復して孔１５にぴったり付き、従って空気の混入および製品の逆流を阻止しまた
押しボタン１の上昇をもたらすので、定量室１２内の圧力が低下してプランジャチューブ
４内の製品が吸入され、周辺孔２２を通って定量室 を満たし、フランジ３３は圧力で
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やや上昇し唇部３５は 壁１０の内面１７から離れる。
【００２０】
押しボタンの 壁１０は透明な素材で製造すればユーザが定量を全体的に見られるので好
都合であり、これは従来の定量装置では不可能である。
【００２１】
図１に示すリング２４は容器に導入するため外側でホルダ２と連帯し、周辺肩部２５でこ
の導入が限定され、押しボタン１の 壁１０がリング２４とホルダ２間を滑動する。
【００２２】
図１に示す実施方式はプランジャチューブ４を有して外気を取入れるもので、その場合リ
ング 24は肩部 25の下方に容器への外気流入用孔 24´を備える。
【００２３】
図４ａ、４ｂおよび４ｃで明らかなように、本発明に係る装置の容器（図示せず）への取
付けは各種の方法が可能である。
【００２４】
図４ａにおいて、リング 24の肩部 25は環状ジョイント 26を介して容器の縁部に当接し、ね
じ付きソケット５により連帯が保たれる。
【００２５】
図４ｂでの肩部 25はねじ山 28付き環状部分 27で下方に延びる。
【００２６】
図４ｃの場合、環状部分 27には容器に対するラチェット機構の役をなすノッチ 29がある。
【００２７】
図５で明らかなように、本発明に係る装置の特に液状製品の定量に使用する変化例では、
ホルダ２、リング 24および容器６は一体部材であり、外気はフォント 24´から取込む。
【００２８】
図６に示す外気取込みのない別の実施の形態では、ピストン 60が容器６内で滑動する。
【００２９】
いうまでもないが、本発明は発明の枠を逸脱することなく若干の変更が可能な幾つかの実
施の形態の上述説明に限定されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る装置の第１の実施の形態の部分断面図
【図２】同じ装置の拡大された部分断面図
【図３】本発明に係る装置の可変部材の部分的断面を含む透視図
【図４】図４ａ、４ｂ、４ｃは本発明に係る装置の容器との各種連帯方式の部分断面
【図５】本発明に係る装置の第２の実施の形態の部分断面図
【図６】本発明に係る装置の第３の実施の形態の部分断面図
【符号の説明】
１　押しボタン
２　ホルダ
３　弾性可変部材
４　プランジャチューブ
５　ねじ付きソケット
６　容器
１０　 壁

　
１２　定量室
１３　チューブ
１４　排出開口部
１５　径方向孔
１７　隔壁内面
２０　 壁
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２２　周辺孔
２４　リング
２５　肩部
２６　環状ジョイント
２７　環状部分
２９　ノッチ
３０　チューブ状部分

３３　フランジ
３４　環状みぞ
３５　周辺唇部
６０　ピストン
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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